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港
新
聞
７
面

１
０
１
５
０
７

口

奥

藤

藤

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
み
ん
な
の

も
の
に

と
活
動
を
続
け
る
港

区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
。
こ
の

ほ
ど
迎
え
た
二
十
周
年
に
あ
た

っ
て
萩は

ぎ

野の

久く

美み

子こ

会
長
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
て
い
ま
す
。
前
号

で
は
二
人
三
脚
で
歩
ん
で
き
た

西
林
前
会
長
の
思
い
出
な
ど
を

語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
今

回
は
会
長
に
就つ

い
て
か
ら
の
活

動
や
抱
負
を
尋
ね
ま
し
た
。

◇

◆
平
成
十
四
年
に
会
長
に
就

い
て
か
ら
ど
ん
な
思
い
で
活
動

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
か
？

ま
ず
は
生
涯
バ
レ
ー
の
普
及

と
推
進
で
す
。
子
供
が
小
中
学

校
に
い
る
間
は

チ
ー
ム

が
あ
り
ま
す
が
、
問
題
は
卒
業

後
。
引
き
続
き
バ
レ
ー
を
楽
し

め
る
よ
う
、

チ
ー
ム
の
活

動
な
ど
を
連
盟
と
し
て
サ
ポ
ー

ト
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
と
、
大
切
な
の
は
ス
ポ

ー
ツ
と
家
庭
の
両
立
で
す
。
家

庭
あ
っ
て
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
か

ら
、
い
く
ら
バ
レ
ー
が
強
く
て

も
家
庭
が
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
で
は

本
末
転
倒
。
ま
ず
は
家
庭
を
し

っ
か
り
守
り
、
練
習
や
大
会
に

出
る
時
も
、
き
ち
ん
と
連
絡
や

準
備
を
し
て
く
る
よ
う
、
折
に

触
れ
て
強
調
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
生
涯
バ
レ
ー
と
い
っ
て

も
質
が
伴
わ
な
け
れ
ば
意
味
が

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
九
人
制
バ

レ
ー
の
基
本
を
き
っ
ち
り
教
え

ら
れ
る
指
導
者
の
育
成
や
、
皆

が
バ
レ
ー
を
楽
し
む
た
め
の
相

互
審
判
の
普
及
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
の
指
導
者
講
習

や
審
判
講
習
も
毎
年
続
け
、
一

定
の
前
進
を
見
て
き
ま
し
た
。

◆
会
長
と
し
て
の
苦
労
は
？

基
本
的
に
は
い
つ
も
楽
し
ん

で
活
動
し
て
き
た
の
で
特
に
苦

労
と
い
う
の
は
感
じ
ま
せ
ん
。

た
だ
ト
ッ
プ
の
孤
独
（
笑
）
は

感
じ
ま
す
ね
。
皆
が
支
え
て
下

さ
る
と
は
い
え
、
そ
の
責
任
の

重
さ
は
格
別
。
会
長
に
就
い
て

初
め
て
西
林
前
会
長
の
ご
苦
労

も
分
か
り
ま
し
た
。

◆
萩
野
さ
ん
に
と
っ
て
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
魅
力
と
は
？

チ
ー
ム
プ
レ
ー
の
楽
し
さ
で

す
ね
。色
ん
な
個
性
が
集
ま
り
、

技
量
の
凸で

こ

凹ぼ
こ

も
あ
り
な
が
ら
、

そ
れ
ら
を
集
め
、
ま
た
乗
り
越

え
て
チ
ー
ム
と
し
て
の

和

を
作
り
上
げ
、
そ
れ
を
感
じ
合

え
た
時
の
快
感

そ
こ
に
勝
ち

負
け
や
成
績
を
超
え
た
バ
レ
ー

の
魅
力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

◆
素
敵
な
言
葉
で
す
。
今
後

の
課
題
・
抱
負
を

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
呼
び
か
け

に
応
え
て
活
動
さ
れ
て
い
る

チ
ー
ム
を
今
後
ど
う
維
持
・

発
展
さ
せ
て
い
く
か
で
す
ね
。

人
数
が
増
え
る
一
方
で
す
か
ら

チ
ー
ム
の
分
割
・
再
編
成
も
含

め
て
各
地
域
で
試
行
錯
誤
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
努

力
が
良
い
方
向
へ
進
む
よ
う
、

側
面
か
ら
支
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◆
区
民
の
皆
さ
ん
に
ア
ピ
ー

ル
し
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば

私
が
代
表
を
し
て
い
る
み
な

と
す
ぽ
ー
つ
く
ら
ぶ
（
港
区
民

セ
ン
タ
ー
に
事
務
局
、

六
五

七
二

〇
〇
二
〇
）
を
入
り
口

に
色
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
、

好
き
な
種
目
を
見
つ
け
て
長
く

楽
し
ん
で
ほ
し
い
。
そ
し
て
ス

ポ
ー
ツ
の
土
台
で
あ
る
健
康
と

家
庭
に
い
つ
も
感
謝
し
、
大
事

に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を

最
後
に
訴
え
た
い
で
す
ね
。

◆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
普
及
に
向
け
て
力
を
発
揮
さ

れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す

周
年

を
機
に

●─

バレーボールの魅力はチームプレー。
個性が集まって 和 を感じた時の快
感は癖になります と語る萩野さん

は
ぎ
の
・
く
み
こ

昭
和
十

八
年
大
分
県
生
ま
れ
。
三
先

小
・
港
南
中

バ
レ
ー
を
経

て
港
南

。
港
連
盟
事
務

長
、
副
会
長
を
経
て
平
成
十

四
年
か
ら
会
長
。
大
阪
府
家

庭
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
副

会
長
、
港
区
体
育
指
導
委
員

会
会
長
な
ど
歴
任
。
み
な
と

す
ぽ
ー
つ
く
ら
ぶ
代
表
。

下

●

歌
声
喫
茶

人
気

昭
和

三
十

四
十
年
代
に
一
世
を
風ふ
う

靡び

し
た
歌
声
喫
茶
が
弁
天
町

駅
前
に
復
活
し
、
人
気
が
広
が

っ
て
い
る
。店
の
名
は
う
た
ご

え
倶く

楽ら

部ぶ

ね
こ
じ
ゃ
ら
し
。大

阪
駅
前
と
も
し
び
主
宰
の
経

験
も
あ
る
喜き

多た
り

陵ょ
う

介す
け

さ
ん
が
ピ

ア
ノ
や
ア
コ
ー
デ
オ
ン
で
リ
ー

ド

写
真
。
港
新
聞
で
知
っ
た

五
十
代
女
性
（
三
先
）
は

伴

奏
が
素
晴
ら
し
く
、
料
金
も
安

く
、
下
手
で
も
気
楽
に
楽
し
め

ま
す
。
私
は
フ
ォ
ー
ク
が
好
き

で
、
若
い
頃
の
思
い
出
と
重
ね

■
あ
ん
が
い
お
ま
る
一
座

村

は
消
え
た

戦
後
間
も
な
い

昭
和
二
十
八
年
、
未み

曽ぞ

有う

の
大

雨
で
百
十
一
人
の
犠
牲
者
を
出

し
た
和
歌
山
県
花
園
村
。

父

ち
ゃ
ん
は
俺
が
殺
し
て
し
ま
っ

た

少
年
の
衝
撃
の
体
験
を

通
じ
て
、
大
自
然
と
人
間
の
関

係
、
大
震
災
後
の
人
間
の
生
き

方
を
考
え
る
。中
村
路
子
脚
本
、

あ
ん
が
い
お
ま
る
演
出
。
十
一

月
二
十
六
日
（
土
）
十
四
時
、

二
十
七
日
（
日
）
十
三
時
、
十

五
時
半
の
三
回
。
前
売
二
千
三

百
円
、
当
日
二
千
八
百
円
。
問

合
せ
・
申
込
は
会
場
の
石
炭
倉

庫
（
波
除
六

五

一
八
、

弁
天
町
か
ら
国
道
四
三
号
を

北
へ
直
進
、
安
治
川
堤
防
突
当

り
右
す
ぐ
。

六
五
八
一

〇

六
六
四
）
へ
。

８
面
に
読
者

プ
レ
ゼ
ン
ト

●
八
幡
屋
出
身
の
ロ
ッ
ク
ド
ラ

マ
ー
桐き

り

田た

勝か
つ

治じ

さ
ん

十
一
月

十
八
日
（
金
）
十
九
時
江
坂
ミ

ュ
ー
ズ
（

六
三
八
七

〇
二

〇
三
）
で
ガ
ー
ゴ
イ
ル
の
ラ
イ

ブ

十
一
月
二
十
四
日
（
木
）

十
九
時
岸
和
田
市
立
浪
切
ホ
ー

ル
で
、
二
十
六
日
（
土
）
十
八

時
半
大
津
市
民
会
館
で
ザ
・
ク

ロ
マ
ニ
ヨ
ン
ズ
の
ラ
イ
ブ
（

〇
七
二

四
三
九

四
九
一
五

サ
ウ
ン
ド
ク
リ
エ
ー
タ
ー
）
。

●
三
先
の
フ
ォ
ー
ク
歌
手
ペ
ド

ロ
さ
ん

第
一
・
三
木
曜
二
十

時
ザ
・
セ
ラ
ー
（
中
央
区
西
心

斎
橋
）

第
三
火
曜
二
十
時
か

つ
お
の
遊
び
場
（
中
央
区
宗
右

衛
門
町
）

第
二
火
曜
二
十
時

半
ロ
ー
ジ
ー
（
中
央
区
西
心
斎

橋
）

十
二
月
十
一
日
（
日
）

十
四

二
十
二
時
ザ
・
セ
ラ
ー

二
十
周
年
コ
ン
サ
ー
ト
。
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ヘア�
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港
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
会
長

さ
ん

三
先

港
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
会
長

さ
ん

三
先

て
い
ま
す

。

下
に
広
告

●

ゆ
ら
ち
ゃ
ん
の
お
は
か
ま

い
り

好
評

田
中
在
住
の
四

十
代
男
性
が
出
版
し
た
絵
本

ゆ
ら
ち
ゃ
ん
の
お
は
か
ま
い

り

写
真

が
前
号
で
紹
介

後
、多
く
の
人
た
ち
に
読
ま
れ
、

お
墓
参
り
の
基
本
的
な
知
識

が
や
さ
し
い
文
章
と
か
わ
い
い

イ
ラ
ス
ト
で
楽
し
く
学
べ
た

と
好
評
を
博
し
て
い
る
。
定
価

八
百
円
＋
税
。

〇
七
二
五

四
五

九
〇
六
四
和
泉

い
ず
み

石
材
。

８
面
に
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

五
曲
を
演
奏
、
盛
ん
な
拍
手
を

浴
び
ま
し
た

写
真
。
日
常
生

活
や
実
体
験
に
根
差
し
、
現
実

へ
の

憤ふ
ん

や
庶
民
へ
の
エ
ー

ル
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
含
ん

だ
分
か
り
や
す
い
歌
詞
、
ニ
ッ

シ
ー
こ
と
西
野
成せ

い

治じ

さ
ん
の
伸

び
や
か
で
力
強
い
男
声
、
カ
オ

リ
ン
こ
と
西
野
香
さ

か
お
り

ん
の
爽
や

か
で
愛
ら
し
い
女
声
、
夫
婦
な

ら
で
は
の
息
の
合
っ
た
ハ
ー
モ

ニ
ー
、
ハ
イ
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
ギ

タ
ー

口
笛
の
伴
奏
、
聴
衆
を

巻
き
込
ん
だ
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る

ト
ー
ク
が
印
象
的
で
し
た
。

響
き
が
心
地
よ
く
耳
に
響
き
、

心
が
洗
わ
れ
る
よ
う
で
し
た
。

♪
故
郷
へ
の
思
い
を
語
る

演
奏
の
合
間
に
は
音
楽
評
論

家
・
日く

さ

下か

部べ

吉よ
し

彦ひ
こ

さ
ん
と
の
対

話
で
、

生
ま
れ
育
っ
た
大
阪

で
演
奏
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、
二
十
周
年
も
故
郷
大
阪
で

や
ろ
う
と
決
め
て
い
た

昨
年

一
月
に
交
通
事
故
で
他
界
し
た

両
親
に
捧
げ
る
楽
し
い
コ
ン
サ

ー
ト
に
し
た
い

バ
ロ
ッ
ク
音

楽
は
現
代
人
に
馴な

染じ

み
に
く
い

面
も
あ
る
の
で
リ
ズ
ム
や
音
量

な
ど
を
調
整
し
て
演
奏
し
て
い

る

な
ど
と
語
り
ま
し
た
。

古
部
賢
一
さ
ん
は
池
島
小
、

港
中
、
大
手
前
高
か
ら
東
京
藝

術
大
学
へ
進
学
。
在
学
中
に
新

日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響

楽
団
首
席
奏
者
に
就
任
。
室
内

楽
や
ソ
ロ
活
動
で
も
活
躍
。
バ

ロ
ッ
ク
か
ら
現
代
音
楽
に
至
る

幅
広
い
様
式
に
対
応
で
き
る
柔

軟
性
と
優
れ
た
音
楽
性
が
高
い

評
価
を
得
て
い
ま
す
。

♪
１
月
に
も
コ
ン
サ
ー
ト

古
部
さ
ん
も
メ
ン
バ
ー
で
あ

る

い
ず
み
シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ

タ
大
阪

の
演
奏
会
が
一
月
二

十
八
日（
土
）十
六
時
か
ら
同
ホ

ー
ル
で
催
さ
れ
ま
す
。

六
九

四
四
・
一
一
八
八
同
ホ
ー
ル
。

弦
楽
奏
者
と
の
共
演
で
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ー
ボ
エ
四
重

奏
曲
を
演
奏
す
る
古
部
賢
一

さ
ん

い
ず
み
ホ
ー
ル
提
供

古
部
賢
一
さ
ん
オ
ー
ボ
エ
演
奏
会

ァ
ル
ト
の
オ
ー
ボ
エ
四
重
奏
曲

を
演
奏
。
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
時
代
の
プ
ロ
ム
ナ

ー
ド
（
野
外
で
開
か
れ
た
演
奏

会
）の
一
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

ど
の
演
奏
で
も
高
度
な
技
術
に

裏
打
ち
さ
れ
た
甘
く
爽
や
か
な

池
島
出
身
の
日
本
を
代
表
す

る
オ
ー
ボ
エ
奏
者
・
古ふ

る

部べ

賢け
ん

一い
ち

さ
ん
の

演
奏
活
動
二
十
周
年

コ
ン
サ
ー
ト
が
十
月
十
七
日
、

中
央
区
の
い
ず
み
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
ま
し
た
。
高
い
音
楽
性
を

感
じ
さ
せ
る
上
質
の
演
奏
に
、

港
区
な
ど
か
ら
訪
れ
た
聴
衆
が

盛
ん
な
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

古
部
さ
ん
は
ま
ず
チ
ェ
ン
バ

ロ
の
名
手
・
中
野
振し

ん

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん

と
の
共
演
で
、
テ
レ
マ
ン
の
オ

ー
ボ
エ
・
ソ
ナ
タ
、
次
い
で

・

・
バ
ッ
ハ
の
ソ
ナ
タ
を
披

露
。
次
い
で
、
自
身
も
メ
ン
バ

ー
で
あ
る

い
ず
み
シ
ン
フ
ォ

ニ
エ
ッ
タ
大
阪

の
弦
楽
奏
者

三
人
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ
ィ

オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
）
と
の
共
演
で
、

ブ
リ
テ
ン
の
幻
想
曲
や
モ
ー
ツ

花
☆
キ
ャ
ラ

明
る
い
歌
声

花
☆
キ
ャ
ラ

明
る
い
歌
声

市
岡
元
町
在
住
の
音
楽
ユ
ニ

ッ
ト

花
☆
キ
ャ
ラ

が
十
月

十
日
、

天
保
山
ま
つ
り

の

築
港
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
ラ
イ
ブ

に
出
演
し
、
明
る
い
歌
声
を
披

露
し
ま
し
た
。
夏
を
思
わ
せ
る

暑
い
日
差
し
の
下
、

マ
ル
ゲ

リ
ー
タ
と
ト
マ
ト
パ
ス
タ

私

の
ふ
る
さ
と

エ
イ
サ
ー
の

唄

空
は
晴
れ

二
人
の

ラ
ブ
ソ
ン
グ

の
オ
リ
ジ
ナ
ル

港 新 聞文 化 ・ 人 物（ ） 第 号 平成 年（ 年） 月 日 火曜日文 化 ・ 人 物


